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注）現況分析結果の「優れた点」及び「特色ある点」の記載は、必要最小限の書式等の 

統一を除き、法人から提出された現況調査表の記載を抽出したものです。 
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学部・研究科等の教育に関する現況分析結果（概要） 

 

学部・研究科等 教育活動の状況 教育成果の状況 

産業技術学部 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

保健科学部 【２】 相応の質にある 【２】 相応の質にある 

技術科学研究科 【２】 相応の質にある 【３】 高い質にある 
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１．産業技術学部 
 

（ 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 ･･･････････････････････ 4 ） 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

教育活動の基本的な質を実現している。 

 

〔特色ある点〕 

○ 学生の能動的かつ主体的な学修を促すことを目的として、平成 27 年度にアク

ティブラーニング検討委員会を設置し、障害学生に有効なアクティブラーニン

グの手法について検討を行うとともに、そのあり方について全学への周知を行

っている。 

開講している講義の約９割（89.7％）がアクティブラーニングを導入してい

る。 

 

 
分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

現況分析単位の目的に沿った基本的な教育成果が認められる。 
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２．保健科学部 
 

（ 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ･･･････････････････････ 6 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 ･･･････････････････････ 6 ） 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

教育活動の基本的な質を実現している。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

現況分析単位の目的に沿った基本的な教育成果が認められる。 
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３．技術科学研究科 
 

（ 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ･･･････････････････････ 8 ） 

 

（ 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 ･･･････････････････････ 9 ） 
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分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

〔判定〕 相応の質にある 

 

〔判断理由〕 

教育活動の基本的な質を実現している。 

 

〔優れた点〕 

○ 情報アクセシビリティ専攻では、学位授与の基準として学会発表できる水準

を明確に定め、また学生には、在学中１回以上学会発表することを義務付ける

こととした。 

 

〔特色ある点〕 

○ 産業技術学専攻では、実際に利用している情報保障などの支援システムにつ

いては、障害当事者である学生の立場からの検証を元に基盤技術や統合技術に

ついての議論を深め、改善を図るなどとともに、少人数教育の利点を活かし、

主体的かつ対話的な学びに重点をおいた授業を実施している。 

○ 欧州、米国等の協定校に技術科学研究科の学生を派遣し、授業・ワークショ

ップ参加、学生の討論や交流を通じて、異文化理解力や国際感覚、語学力の向

上を図った。また、国際会議への出席を通して、学生の国際手話を使用したプ

レゼンテーション能力の育成を図っている。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

〔判定〕 高い質にある 

 

〔判断理由〕 

現況分析単位の目的に沿った基本的な教育成果が認められる。 

産業技術学専攻では、第３期中期目標期間中における平均就職率は 100％（就職希

望の修了者７名）であり、聴覚に障害のある学生が研究職や技術開発職といった専門

性を活かした職に就いている。また、就職先へのアンケート結果において、在学経験

が役に立っていると多くの企業等が回答している。 

 

〔優れた点〕 

○ 産業技術学専攻では、第３期中期目標期間中における平均就職率は 100％（就

職希望の修了者７名）であり、聴覚に障害のある学生が研究職や技術開発職と

いった高い専門性を活かした職に就いている。 

○ 令和元年度に修了生の就職先の企業等を対象とするアンケート調査を実施し

ており、この中で、修了生が業務を行うにあたり、技術科学研究科への在学経

験が役に立っていると回答した企業等は、12 社中 10 社（83％）だった。 

 

 

 


